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ハウス栽培「不知火」のカルシュウム剤散布による浮皮抑制 

［要約］ハウス栽培された「不知火」は、果実の肥大期にカルシュウム剤を 6 回以上散

布することで果実硬度が高まり、浮皮を抑制する効果がある。 
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［背景・ねらい］  

「不知火」は果皮が弱く、浮皮等の果皮障害や収穫後の腐敗により、商品果率の低下が

問題となっている。そこで、果実肥大期にカルシュウム剤を散布による果実の浮皮抑制を

図る。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．無処理区に比べ、カルシュウム剤の散布回数が多くなる程、浮皮発生割合や浮皮度は

低下し、果実硬度は高まる。3 回散布区の散布時期は、前期よりも後期で浮皮度は低下

するが果実硬度への影響は少ない（表１）。 

２．無処理区及び３回散布で収穫時の浮皮発生割合や浮皮度は高くなるが、６回以上の散

布処理区では浮皮発生割合や浮皮度は明らかに低下し、浮皮の抑制効果が見られる。ま

た、散布回数が多くなる程、明らかに果実硬度は高まる（表２）。 

３．果実品質は処理による着色、糖度への影響は見られないが、散布回数が多くなる程果

実比重が重くなる傾向となる。（表３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．肥大期間中、6 回以上できるだけ回数多くカルシュウム剤を散布する事が望ましい。 

２．散布濃度は資材の種類で設定された濃度とする。 

 

 

 



［具体的データ］ 
 表１  「不知火」におけるカルシュウム剤散布が浮皮や果実硬度に及ぼす影響 (2000.1.7)             

  処理区注１） 浮皮発生割合（％）

浮皮度注２）

果実硬度注３） (kg)  
無処理区 80.0 1.60d 3.95c 

前期３回散布区 61.7 0.85c 3.95b 
後期３回散布区 51.9 0.52b 4.08b 

6 回散布区 25.0 0.18a 4.49a 
有意性（ｔ検定）  ＊  ＊  

＊は１％水準で有意差あり
注１）蟻酸カルシュウム（商品名：スイカル）を散布した。  
  処 理 区               散   布   日       
 前期３回散布区      6/9、7/10、8/8 
後期３回散布区            9/18、10/17、11/16 

６回散布区     6/9、7/10、8/8、 9/18、10/17、11/16  
注２）浮皮度は 0.5 刻みで、無＝０～甚＝３まで７段階で評価し、その平均値とした。  
注３）果実硬度計のプラジャー径は 8mm を用いた。 
表２ 「不知火」におけるカルシュウム剤散布が浮皮や果実硬度に及ぼす影響（2001.1.5） 

処理区注４）  浮皮発生割合（％） 浮皮度注５） 果実硬度注６）(kg)  
無処理区 61 0.53b 3.6c 
３回散布区 58 0.54b 4.0b 
６回散布区 34 0.28a 4.5a 
10 回散布区 24 0.17a 4.9a 

有意性（ｔ検定）  ＊  ＊  
＊は１％水準で有意差あり  

注４）複合カルシュウム（商品名：セルバイン）を散布した。  
 処 理 区                        散   布   日              
 ３回散布区         7/26 8/9      8/24 
６回散布区      7/26 8/9      8/24      9/9       9/23      10/9 

 10 回散布区  7 /18  7/26 8/9 8/19  8/24 9/2      9/14  9/23 10/1 10/9  
注５）注６）は表１と同じ  

表３ 「不知火」におけるカルシュウム剤散布が収穫時の果実品質に及ぼす影響（2001.1.5） 
 処理区注７） 横径 果実重 果実比重 着色 糖度 クエン酸 
  (mm) (g)   (ａ値) (Brix) (%) 
無処理区 88.5 277.0 0.837 21.3 12.4 1.25 
３回散布区 88.8 294.4 0.852 21.6 12.1 1.18 
６回散布区 90.5 307.3 0.867 21.2 12.3 0.93 
10 回散布区 89.7 310.8 0.860 21.5 12.1 1.06 
注７） は表２と同じ 
［その他］ 
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